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ICP 質量分析装置（ICP-MS）

平成２５年度 機械工業振興補助事業（（公財）ＪＫＡ）により導入 

機種： サーモフィッシャーサイエンティフィック㈱ iCAP Qc 

用途： 水溶液中の各種元素（主に金属）の定性分析（何が溶解しているか）と定量分析（ど

れだけ溶解しているか）を行うことができる。 

仕    様 

・測定質量範囲 ： m/zで 4～290

・ダイナミックレンジ ： 9桁以上 

・コリジョン／リアクションセル ： あり 

・質量分析部 ： 四重極型 

使用例： 本装置は、水にどのような元素が溶けているか（定性分析：約1ppb（1μg/L）程度

の濃度が必要）と、その元素がどれ位の量溶けているか（定量分析：定量下限は元素により異な

るが 1ppt（1ng/L）～1000ppt 程度）を行うことができます。本装置で分析できる元素と、

それぞれの元素の検出限界値（定量下限はこの値の 10 倍程度大きな値となります）をまとめた

ものを以下に示しました。 

 この装置の用途は、メッキ液の分析、地下水の分析、海水の分析、ニガリの分析等の水溶液の

分析や、試料を酸分解することで各種プラスチックの分析（RoHS対策等）、食品に含まれる重金

属の分析、金属材料の組成分析等にも応用できます。 

iCAP Qc  各元素の検出下限値
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0.1 ppt 程度

ppt : ng/L  (parts per trillion) 1兆分の1 1 ～ 5 ppｔ 程度

ppb : μg/L  (parts per billion) 10億分の1 10 ppt 以上

ppm : mg/L  (parts per million) 100万分の1 放射性同位体元素

ちなみに　10,000 ppm ＝ 1% 分析不可能


